
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

イアンH.S.ライズ [オーストラリア]
新 保 清 久 [新潟万代]
鈴 木 武 [三条南]

会 長 野 崎 正 明
幹 事 熊 倉 高 志
Ｓ Ａ Ａ 吉 沢 栄 一

国際ロータリー会長
第2560 地区ガバナー

第４分区ガバナー補佐

先々週の出席率 

皆さんこんにちは。 

10 月に入りましたが、まだまだ天候も不安定で一日の寒暖の差も大きいようで 

あります。健康には引き続き留意していただきたいと思います。 
 

 さて、第 48 回衆議院選挙が 10 日に公示されまして、22 日の投開票に向けて 

選挙戦が繰り広げられております。新しく誕生する政権政府には、景気回復を中 

心に山積する問題に、早急に結果を出していただきたいと思っております。 

 ここ最近の政府の景気に対するコメントは、漸く「緩やかな回復」という表現に

変わってまいりました。三条信用金庫をはじめ各機関の直近の DI も、総じて上昇

しております。 

 一方、ご承知のように労働力不足がさらに深刻さを増しており、経済の動きと相

反しております。有効求人倍率は 43 年ぶりの水準で、全国の 1.52 倍をはじめ

我々三条市も 1.81 倍と、非常に厳しい状況に至っております。 

 昨年閣議決定されました働き方改革も、どちらからというと大企業に適した内

容で，なかなか我々中小企業に浸透するには、時間もかかるように思われます。 

こうした中、ファーストフード、ファミリーレストラン等で深夜営業を見直す動き 

や宅配便業者の再配達時間枠を縮小する動きなど、消費者の利便性をうたうサー

ビスから撤退する企業が増えていると聞きます。 

労働力不足の実態は、改革という政策から逆に乖離していくようにも思われます。 

労働力不足が逼迫する中、労働分配率、労働賃金は緩慢な伸びに留まっておりま

す。正直我々中小企業にとりましては、ある意味大変あり難いことでありますが、

経済全体の伸びや将来の回復を考えた場合、賃金も上昇し、デフレスパイラルいう

悪循環から脱していかねばならないと思っております。 

人材を確保する為の賃金の見直しや福利厚生の充実など、環境改善を図りながら

対処していくことが肝要であると思われます。 

一時的に費用対効果は望めませんが、こうした取り組みが結果として雇用を促進

し、時代を乗り切る近道のように思われます。先行投資を惜しまず、頑張りたいと

思います。 

以上、本日の挨拶とさせていただきます。 

 
                        参考：弊社取引先シンクタンク 

2017.10.16 No.2252 No.11 

出 席 率 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊倉 高志 幹事 

野 崎 君 荒澤米山奨学委員長、
　　本日は卓話よろしくお願いいたします。

熊 倉 君 荒澤委員長、本日の卓話 よろしくお願い
いたします。

銅 冶 君 母 銅冶サト、10月11日享年90歳をもって
逝去いたしました。ここに生前のご厚誼に
深く感謝し、謹んでご報告申し上げます。

馬 塲 君 10/13.14.15の3日間、菩提寺 善性寺様
本堂で「本堂修復落慶報告祭」、前住職

盛大に行なわれました。

ＢＯＸに協力いたします。

すっかり秋になりました。 朝晩は肌寒い

33回忌法要、親鸞聖人750回忌法要等々

です。皆様ご自愛下さい。

丸 山 ( 智 ) 君

丸山(征)君、渡邊(光)君

新保ガバナー事務所より  

① 「10 月ロータリーレート」のご案内  
    10 月 1 日より 1 ドル＝112 円 

（9 月レート 109 円） 

② 九州北部集中豪雨義援金についての御礼、報告 

及び 2700地区 安増惇夫ガバナーからの御礼 

と報告 

 ❍ 2560 地区義援金   

地区内クラブより 2,166,900 円  ＋  

地区特別会計より 333,100 円 合計 250 万円 

を 2700 地区（福岡・佐賀・長崎）に送金 

  ※南ＲＣ 50,000 円をスマイル BOX より送金 

❍ 日本全国の地区から  総額 81,792,679 円の義援金が寄せられ、9 月 11 日に福岡県知事（代行）に寄託   

 

             

 

現在、大島精次ＰＧ、神成粛一ＰＧ、中條耕二ＰＧのメッセージが掲載されています。 

ぜひご覧下さい 

 

  ※ 荒澤威彦 米山奨学委員長出席予定 
 

      

 

荒 澤 君 本日、「米山月間」です。
皆様、千円札のご用意お願いします。

本日の卓話、荒澤さん ご苦労様です。

星 野 君 荒澤米山奨学委員長、ご苦労様です。

太 田 君  鰯の美味しい季節になりました。
 BOXご協力ありがとうございました。

鈴 木 ( 圀 ) 君

10月 16 日 ￥ 24,000 

今 年 度 累 計 ￥ 153,000 
86,000  
00 

会員48名中28名

10/5

10/7 米山奨学委員長セミナー（新潟）へ　  荒澤威彦君

10/11 川瀬ガバナー年度スタッフ会議へ 荒澤威彦君　 内藤豊大君

10/14 ライラ研修セミナー（胎内）へ　 内藤豊大君　 木村　譲君

91.30%(9/25)

巻RC（公式訪問）へ　　星野健司君　

三条市共同募金会より 「赤い羽根街頭募金」の御礼と報告 

  10 月 1 日 8 ヶ所にて街頭募金活動  募金総額 90,273 円 

※南ＲＣより、丸山直前会長（三条市共同募金委員）より街頭募金活動に参加いただきました 

※南ＲＣより、20,000 円をスマイルボックスより協力 

 

 
三条市特別支援教育研究協議会より 「三条市内特別支援学級児童生徒のウィンターフェスティバル」のご案内 

  ［日 時］  2017 年 12 月 6 日（水） 9：30～11：30 

［会 場］  三条市総合福祉センター 多目的ホール 

※南ＲＣより、名古屋豊社会奉仕副委員長 出席予定 

 

 

ロータリー日本事務局より 

 イアン H.S.ライズリーＲＩ会長からの 

「三条南ＲＣ創立 50 周年」へのお祝いメッセージ 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 2018 年 1 月 22 日に予定が組まれておりました「職業奉仕月間例会」を日程変更させていただき、野崎会長

のご好意により、（株）野崎忠五郎商店様 本社工場にて『職場例会』を開催させていただく運びとなりました。 

下記要領にて行ないます。多くの皆様のご出席をお願い申し上げます。 
 

            日 時      2017 年 11 月 6 日（月） 12：30～13：30（通常例会時間） 
 

所在地     （株）野崎忠五郎商店本社工場   三条市塚野目 2149   ☎0256－34－51111 

※現地集合、現地解散とさせていただきます 

※親睦委員会協力のもと、駐車場 及び 例会会場（２Ｆ会議室）へ誘導、ご案内 

いたします   

 スケジュール   12：30 開会点鐘・食事・会長挨拶  ⇒ 12：45 会社説明 

           ⇒  13：00 社内（工場）見学 ⇒ 13：30 解散 

2017－18 年度の『海外研修旅行』を実施するにあたり、旅行方面、日程につきましてアンケート方式で

皆様にお伺いし、決定したいと存じます。 

配布アンケートにつきまして、11 月 2 日（木）までにご回答の上、皆様のご意見をお聞かせ下さい。 

ご協力よろしくお願いいたします。 

永桶 俊一 職業奉仕委員長

幹事 

平松 修之 社会奉仕委員長 

 “五十嵐川を愛する会”主催による「五十嵐川クリーン作戦」が下記により実施されます。 

五十嵐川に親しみながら、健康増進とコミュニティの良き場所として、安全、安心な環境を維持し、後世に引き 

継いでいくことを目的として継続されている事業です。ぜひ多くの皆様のご参加、ご協力をお願いいたします。 
             

実施日時     2017 年 11 月 5 日（日） AM 7：00～8：00 
 

実施場所     左岸：破堤公園～嵐川橋  右岸：三竹ミニ公園～嵐川橋 
 

作業内容     不燃物、可燃物の分別回収  
  

※ 集合場所、駐車場、持ち物、担当区域等詳細につきましては後日参加者にご案内いたします 

長谷川直哉 国際奉仕委員長 

創立 50 周年に向け、記念誌委員会では記念誌の企画、編集作業に取り掛かり始めておりますが、会員各

位より配布アンケートにお答えいただき、その集計結果を皆様のお考え、思いとして記念誌に掲載いたした

いと本企画を立案いたしました。また、別企画「各世代メンバーによる座談会」の資料としても活用させて

いただきたいと考えております。なお、100％回答を目標とし、記名式とさせいただきました。 

どうぞ、本趣旨をご理解の上、ご回答、ご協力下さいますようお願いいたします。10 月 31 日（火）までに

事務局までご提出お願いいたします。 

谷 晴夫 創立 50 周年実行委員会記念誌委員長 

2017 年 7 月 1 日、ロータリー米山記念奨学会は、財団設立 50 周年を迎え、 

この記念すべき節目に、米山事業についての理解をより一層深めてもらいたいと

DVD「世界へ届け米山の懸け橋」が発行されました。 

日本のロータリーの礎を築いた米山梅吉翁の生い立ち・功績から、その遺徳を記

念して始まった米山事業の特徴、学友の活躍などが紹介されています。 

財団設立50周年記念ＤＶＤ 「世界へ届け米山の懸け橋」 上映 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 
 

私は、いまから７年前に地区の米山奨学委員長として東京で米山記念奨学会の研修を受けた際に、米山梅吉氏が取

り組んだ数々の慈善事業について教わりました。 

そして翌年に米山奨学委員有志で静岡県長泉町の米山梅吉記念館を訪問して、あらためて米山梅吉が清廉の士である

ことを知りました。 

米山記念奨学事業の意義や功績については、ロータリアンにとっては、十分ご理解していただいているものとしてこ

の月信では、米山梅吉翁について述べさせていただきます。 

略歴 
明治元年 2月4日 武士の和田竹造の三男として東京芝田村町に生誕 

父竹造の死後母の実家の三島に移る。 

明治16年（中学3年生）に政治家や文筆業、新聞記者を目指して東京へ （家出同然）   

明治21年 渡米 苦学の末8年かかり大学を卒業    

明治28年 帰国 

明治29年 米山春子さんと結婚 

明治30年 30歳で三井銀行に入行 

大正 9年（53歳）日本最初のロータリークラブを創設して会長に就任 

大正13年に三井信託銀行を創立、昭和9年まで社長 

昭和 6年 長泉小学校建物と約1千冊の本を寄付・・「米山文庫」と呼ばれる。 
 

昭和 9年 三井各家が当時のお金で3千万円（今のお金で100億円以上）を寄付して、社会事業や文化事業に役立 

つための会、三井報恩会を作り理事長になる。 
 

昭和12年 財産をなげうって緑岡小学校を設立。校長となる。戦後青山学院初等部となる。 

昭和13年 貴族院議員に勅選される 
 

活動内容の一端 
・昭和 9年以降三井報恩会の仕事に専念する。 

・昭和15年から17年にかけて、青森から沖縄まで数ヶ所のらい病で入院している人々を1人1人にお土産を持って

慰問。全国にベッドを3千増やす。 
 

・がんの治療に必要なラジウムが足りないと聞き、ベルギーからその頃のお金で100万円を出して購入して癌の研 

究を助ける。 
 

・国民病とも言われていた結核療養所や結核を治す薬の研究所をつくる。 

・各地に済世会病院を増やし、精神病院を作り、病気の予防や治療、その研究を助けた。 

・国民健康保険制度の実施に協力した。 

・三井報恩会は貧しかった東北の農村が発展するように多くのお金を出して助けた。例えば、東北地方の実情を見て

回り、我が国の羊毛の資源を増やすためにニュージーランドから羊を5千頭以上輸入して、農村を助け、良い品質 

 

 

 

米山記念奨学事業は、平和の推進と国際親善を目的に、ロータリアンの奉仕によって支

えられてきたプログラムです。ビデオに登場する奨学生や学友、ロータリアンは、決して

特別な存在ではありません。 

毎年全国で 800 ものロータリークラブが、「世話クラブ・カウンセラー制度」を通じ

て、国際親善を行い、巣立った学友は、世界各国のさまざまな分野で活躍しています。 

これまで支援した約 2 万人の奨学生・学友は、日本と世界を結ぶ懸け橋となって活躍し

ています。 

「米山月間によせて 

―米山梅吉翁のこと―」 
2017－2018 年度ガバナー 

新保 清久（新潟万代ＲＣ） 



のものを作り出すために力を尽くした。 

その他、学問の研究や実験のためにお金を出して協力、援助したものは、数えきれないそうです。 
 

梅吉氏の三男は、次のように述べています。「父は若いころにアメリカで苦学して、アメリカの教育の『いかに他 

人を楽しませるか』ということを身につけて帰ってきました。そうした父は、普段から『他人の楽しむのを見てい 

るほど幸せなことはない』という人生の考え方を持っていました。だから奉仕の精神に支えられていたロータリー 

クラブの活動に心惹かれて、ロータリークラブを日本に紹介したのも決して偶然ではありません。おそらく父が、 

自分の財産を投げ出して青山学院に緑岡小学校と緑岡幼稚園を作ったのは、こうした考え方を幼いころから教えら 

れた日本人を作り、よりよい明るい民主社会にしようとしたからでしょう。 

父が他人につとめるときは、文字通り真心込めてでしたので、自分でも楽しかったのです。 

だから父はそうすることによって報酬を求めるような気持ちは少しもありませんでした。父は心からお互いに幸せ 

であることだけを願っていました。」 （米山梅吉翁物語より抜粋） 

 

米山梅吉の生き様、偉業に対し、まさに尊敬と感動しか言葉がありません。 

米山記念奨学事業は、1952年にスタートして1967年に「財団法人ロータリー米山記念奨学会」が設立されて今 

年で50年が経過しました。 

2万人を超える奨学生を支援して来ましたが、これからも世界中で着実に国際理解が進んでいくものと期待してい 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９９７-１９９８年度   
❍199８ ２/16                西巻君 

本日は私の誕生日です。クラブより贈物が届いておると

思いますので早めに帰宅したいと思います。 

有難うございます。所用のため、早退させていただきま

す。 

 

１９９８-１９９９年度 
  

❍199８  ８/11            吉田（秀）君 

今日は星野さんの緑茶のお話です。私は祖母育ちなので

幼い時からお煎茶になじんだ。国内では、緑茶と言わず

に煎茶と言うが、飛行機に乗るとグリーン・ティと言う。 

❍1999 4/ 5                         匿名希望 
バイアグラ、解禁万歳迷句を一つ。 

・バイアグラ カカに飲ませてみようかな 

・バイアグラ おつゆに入れて飲もうかな 

我ながら、よくできました。ピンポーン。 

❍1999  6/22            佐藤（栄）君 

先週土曜日、孫振舞いを行ないました。 

子育てに失敗しましたので、孫でガンバローと思いを新

たにいたしております。 

 

※月信 9月号 特別企画「新会員座談会」は次号に掲載させていただきます 



 

 

 

 


